
栃木県における
食品の安全性確保に関する取組について
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生活衛生課 食品安全推進班
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１．アンケート結果について

２．行政の取組みについて

３．近年の食中毒の発生状況について



「子育て中の保護者を対象とした「食品添加物」に関するアンケート」概要

（１）テーマ
「子育て中の保護者を対象とした「食品添加物」に関するアンケート」

（２）目的
0歳～12歳の子どもを育てている子育て世代に対してアンケートを実施し、

食品添加物のどのようなところに対して不安を感じているのかを調査し、その不安に対して
リスクコミュニケーションを実施することにより、食の安全への不安の軽減を図る。

（３）期間
令和６(2024)年１月10日～19日

（４）方法
インターネットを通じて実施（質問10問）

（５）調査対象：栃木県内に住む0歳～12歳の子供の保護者
依頼総数：10,523人（メルマガ会員等）

（６）回答者数（回答率 ）
117人（ 1.1％ ）

（７）アンケート委託先
株式会社ビジュアル（栃木県宇都宮市下川俣町166-1 ）

１．アンケート結果について

Q4 市販の食品に含まれる食品添加物について、あなたの考えや気持ちに
近い項目はどれですか？ （１つ選ぶ）

(n=117)

1.必要であれば使ってもよい(23人), 
19.7%

2.できるだけ使わないでほしい(66人), 56.4%

3.一切使わない方がよい(12
人), 10.3%

4.特に気にしない(16人), 
14.0%



Q5 Q4で2と3を選んだ方にお聞きします。食品添加物について使わない
でほしい、又は一切使わないほうがよいと思う理由は何ですか？（複数回
答可）
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1. 健康への影響が心配だから(64人)

2. どのくらいの量を摂取しているか
分からないから(38人)

3. どのくらいの種類が使われているのか
分からないから(24人)

4. 子どもへの影響が不安だから(60人)

5. なんとなく不安だから(15人)

6. 2と3を選んでいない(37人)

7. その他(1人)

Q6 あなたは食品を購入する際に、食品添加物について確認しています
か？（１つ選ぶ）

1.毎回確認している(34人), 
29.1%

2.ときどき確認している(30
人), 25.6%

3.気になる食品は確認している
(33人), 28.2%

4.確認していない(20人), 
17.1%



Q7 Q6で1と2と3を選んだ方にお聞きします。どのようなときに食品添
加物を確認しますか？（複数回答可）
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1.食品を購入する際は常に確認する(35人)

2.子どもの食事を購入するときに
確認する(53人)

3.子どものおやつを購入するときに
確認する(53人)

4.子どもの飲料を購入するときに
確認する(45人)

5.普段購入しない食品を購入するときに
確認する(39人)

6.特に決めていない(12人)

7.1と2と3を選んでいない(18人)

8.その他(1人)

Q8 Q6で1と2と3を選んだ方にお聞きします。食品を購入する際に、
食品に使われている食品添加物を確認するときのポイントは何です
か？（複数回答可）
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1.食品添加物の名称(79人)

2.食品添加物の数(53人)

3.特にポイントはない(7人)

4. 1と2と3を選んでいない(23人)

5.その他(0人)



食品添加物の使用状況・食品表示の監視指導
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衛生管理指導等と併せて・・・
食品添加物の使用方法は適切か。

・使用可能な食品
・使用可能な量

食品添加物の保存方法は適切か。

食品添加物の表示は適切か。

（食品添加物以外の表示も確認）
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監視指導について

食品衛生監視員

２．行政の取組みについて
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栃木県食品衛生監視指導計画に基づく監視結果

年度

健康福祉センター対応分

監視計画件数
結果

（件数）
達成率

平成 30(2018) 13,316 13,812 103.7 %

令和 元(2019) 13,385 14,564 108.8 %

〃 ２(2020) 13,408 10,424 77.7 %

〃 ３(2021) 7,500 5,159 68.8 %

〃 ４(2022) 6,600 4,852 73.5 %
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食品の収去検査の実施状況

年 度
収 去
検体数

不良
検体数

（実数）

不良理由（延数）

違反率
（％）

大腸菌群
添加物

使用基準
その他

平成30
(2018) 2,358 55 18 1 39 2.3 

令和元
(2019) 2,308 42 26 1 25 1.8 

令和2
(2020) 1,717 24 10 0 20 1.4 

令和3
(2021) 1,258 5 3 0 3 0.4 

令和4
(2022) 923 4 1 3 0 0.4 

区 分
収 去
検体数

不 良
検体数

不良理由（延数）

添加物
使用基準

その他

魚介類 26 0 0 0
冷凍食品 57 0 0 0
魚介類加工品

（かん詰・びん詰を除く） 18 0 0 0

肉卵類及びその加工品
（かん詰・びん詰を除く） 68 0 0 0

アイスクリーム類・氷菓 70 0    0 0
穀類及びその加工品

（かん詰・びん詰を除く） 42 0 0 0
野菜類・果物及びその加工品

（かん詰・びん詰を除く） 177 2 2 0 

清涼飲料水 71 1 0 1
酒精飲料 13 0 0 0
その他の食品（缶詰瓶詰食品等） 29 1 1 0 
牛乳類、乳製品等 102 0 0 0
生乳 250 0 0 0

計 923 4 3 1 

令和４(2022)年度 食品等の収去検査

【食中毒発生件数】

年 件数 患者数 死者数

令和３年 8 139 0
令和４年 11 28 0

○ 栃木県（宇都宮市を除く）
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【令和４年】
①アニサキス：６件
②カンピロバクター：２件
③ノロウイルス：１件
④ツキヨタケ：１件
⑤不明：１件

○ 食中毒の原因物質
【令和３年】

①アニサキス：５件
②ウェルシュ属菌：１件
③サルモネラ菌：１件
④不明：１件

３．近年の食中毒の発生状況について
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アニサキス幼虫
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とちぎ県民だより7月号（VOL.381）「安全な“食”は健康の源」より



とちまる食の安全通信

県では、消費者向けの食に関わる情報を

SNSを通して週1回程度提供しています。

スマートフォンなどからご覧ください。
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YoutubeFacebook X(旧twitter)

御静聴ありがとうございました
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